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経済統計概論試験問題解答例（試験時間：９０分）            担当 中川 

 
持ち込み可能物件：電卓のみ（ただし通信機能を持つ物は除く） 

注意：解答用紙には答えのみ書くこと．ただし，解答用紙の答えを書いた部分と別のペー

ジを使用して推論，計算を行うのはかまわない． 

 
１．以下の問に答えよ． 

(ア) 標本数が６４，標本平均が７，標本分散は１６であった．このとき，母集団平均

の９５％信頼区間を求めよ．（１０点） 

（解答） 

0.80.6 ≤≤ µ （四捨五入で小数点以下１位一致を正解と見なす） 

（解説） 

標本数が十分大きいので，
n

X
σ

µ−
は正規分布で近似できる．また， σ は
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で近似できる．従って， 95.096.196.1 ≅








≤−≤−

nS
XP µ

の

性 質 を 使 っ て ９ ５ ％ 信 頼 区 間 を 構 成 す る ．（ ） の 中 を 変 形 す る と

95.096.196.1 ≅






 +≤≤−
n

SX
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SXP µ となる． 4162 === SS ． 7=X ．

これらを代入して， 

95.0
64
496.17

64
496.17 ≅







 +≤≤− µP ．ここから， ( ) 95.062.638.5 =≤≤ µP と

なり，９５％信頼区間は， 98.702.6 ≤≤ µ である．小数点以下１位にかんしては，

0.80.6 ≤≤ µ （四捨五入で小数点以下１位一致を正解と見なす）． 

 
(イ) 標本のデータ値は，０，３，６，１０，１３であった，母集団の分布は正規分布

であることがわかっている．このとき，母平均の９９％信頼区間を求めよ．（１０

点） 

（解答） 

1.173.4 ≤≤− µ ．（四捨五入で小数点以下１位が±１を正解と見なす）． 

（解説） 
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nS
X µ−

が自由度 1−n のｔ分布に従う．ただし， ( )∑
=

−
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である．自由

度（５－１）のｔ分布の密度関数は下の通りであり，黒く塗ってある部分の確率合計

は 0.01である．この黒塗りの部分（見えづらいが）との境目の値は，教科書のｔ分布

表の自由度（ｄｆ）４の行の.0.025 の列を参照すればよい．参照すると±4.60 である

から，９９％信頼区間は， 99.060.460.4 =







≤−≤−

nS
XP µ

を元に構成すればよい． 
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従って， 99.060.460.4 =






 +≤≤−
n

SX
n

SXP µ である． 4.6=X ， 

( ) ( ) ( ) ( ) ( ){ } 3.274.6134.6104.664.634.60
15

1 222222 =−+−+−+−+−
−

=S ，

22.53.27 ==S ， 5=n を代入して，
5
22.560.44.6

5
22.560.44.6 +≤≤− µ ．厳密

に計算すると， 16.1736.4 ≤≤− µ である．小数点以下２桁を四捨五入して

2.174.4 ≤≤− µ を得る．なお，近似で計算の中間結果を小数点以下３桁以下四捨五入

とすると， 12.1732.4 ≤≤− µ となるが，小数点以下２桁を四捨五入して

1.173.4 ≤≤− µ ． 

 
(ウ) 集団 Aについては標本数が１００，平均が５，標本分散は９であった．集団 Bに

ついては標本数が８１，平均が５．５，標本分散は４であった．集団 A，Bの母分
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散は等しいと仮定して，集団 Aの母平均より集団 Bの母平均が大きいかどうか有

意水準５％で検定を行う．この時の，帰無仮説，対立仮説，境界値，棄却域の範

囲（検定統計量値に関する不等式で答えよ），検定統計量の値，検定の結果を答え

よ．（１５点） 

（解答） 

帰無仮説：集団Ａと集団Ｂの母平均は等しい 

対立仮説：集団Ａの母平均＜集団Ｂの母平均 

境界値：－１．６４ 

棄却域の範囲：統計量値＜－１．６４ 

統計量：－１．３（四捨五入で小数点以下１位一致を正解と見なす） 

結果：帰無仮説は棄却できない 

＜統計量を（集団Ｂの標本平均－集団Ａの標本平均）をもとに計算した場合は，境界

値が１．６４，統計量値＞１．６４，統計量値は１．３＞ 

採点は境界値と棄却範囲から統計量の作り方を推測しそれと整合しない統計量値の符

号については間違いと判断した＞ 

 
（解説） 

＜理屈＞ 

標本数が十分大きいので，
集団

集団集団

A

AA

n
X

σ
µ−

，
集団

集団集団

B

BB

n
X

σ
µ−

はともに標準正規分布で

近似でき無相関である．ここで，添え字の「Ａ集団」はＡ集団内で計算した標本平均，

母平均，標本数を示し，添え字「Ｂ集団」はＢ集団内で計算した標本平均，母平均，

標 本 数 を 示 す ．
集団

集団集団

A

AA

n
X

Z
σ

µ−
=1 ，

集団

集団集団

B

BB

n
X

Z
σ

µ−
=2 と お く ．

( ) 1ZnX AAA 集団集団集団 σµ =− ， ( ) 2ZnX BBB 集団集団集団 σµ =− と書き換え，差をと

ると，( ) ( ) ( ) ( ) 21B ZnZnXX BAABA 集団集団集団集団集団集団 σσµµ −=−−− ．さらに帰

無 仮 説 が 正 し い と す る と ， 集団集団 Bµµ =A で あ る か ら ， 代 入 し て ，

( ) ( ) 21 ZnZnXX BABA 集団集団集団集団 σσ −=− ． 

[ ] ( ) [ ] ( ) [ ] 021 =−=− ZEnZEnXXE BABA 集団集団集団集団 σσ ． 21 , ZZ は無相関だか

ら， 



 4

[ ] [ ] [ ] 2
1

2

1

2 11 σσσ










+=+=−

集団集団集団集団
集団集団

BABA
BA nn

ZV
n

ZV
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XXV ． さ ら に ，

( ) ( ) 21 ZnZnXX BABA 集団集団集団集団 σσ −=− は無相関な正規分布の線形和で近似

できるから，それ自身正規分布で近似できる．以上を総合すると， 集団集団 BA XX − は






















+ 211,0 σ

集団集団 BA nn
N で近似できる．よって，

集団集団

集団集団

BA nn

XX
11

BA

+

−

σ
は標準正規分布

で 近 似 で き る ． σ は そ の 推 定 値

( ) ( )
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= ∑∑
B
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A

XXXX
nn 集団

集団
集団Ａ

集団
Ｂ集団集団

222 1σ̂ で推定して，統計量は

集団集団

集団集団

BA nn

XX
11ˆ

BA

+

−

σ
で，境界値は標準正規分布表に基づいて決めることになる． 

対立仮説は， Ｂ集団集団 µµ <A であるから， ( ) ( ) 0B <−=− 集団集団集団集団 µµ ABA XXE と

なり， 0<− 集団集団 BA XX の場合に棄却するのが妥当となる（片側検定）．したがって，

統計量値が負の場合に棄却することになる．数で言うと，網掛けの部分が棄却域であ

るから，有意水準は９５％であるから，境界値は－1.64 である．統計量値がこの値よ

り 小 さ い 場 合 に 帰 無 仮 説 を 棄 却 す る こ と に な る ．
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59.2ˆ =σ ．統計量値は 3.129.1
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11ˆ

BA −≅−=
+
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集団集団

集団集団

BA nn

XX

σ
．棄却域

にはいらず，帰無仮説は有意水準５％で棄却されない． 



 5

-4 -2 2 4

0.1

0.2

0.3

0.4

 
 
(エ) （ウ）と同じ状況で，集団 A，B の母分散は等しくないと仮定して，集団 A の母

平均より集団Bの母平均が等しいかどうか有意水準１％で検定を行う．この時の，

帰無仮説，対立仮説，境界値，棄却域の範囲（検定統計量値に関する不等式で答

えよ），検定統計量の値，検定の結果を述べよ．（１５点） 

（解答） 

帰無仮説：集団Ａと集団Ｂの母平均は等しい 

対立仮説：集団Ａの母平均≠集団Ｂの母平均 

境界値：±２．５８ 

棄却域の範囲：統計量値＜－２．５８，または，統計量値＞２．５８ 

統計量：－１．３（四捨五入で小数点以下１位が±１を正解と見なす）＜引く順番を

逆にした場合は符号は逆＞ 

結果：帰無仮説は棄却できない 

（解説） 

＜理屈＞ 

集団集団

集団集団

AA

AA

n
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，
Ｂ集団Ｂ集団

Ｂ集団Ｂ集団

n
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σ
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はともに無相関の標準正規分布で近似できる．ただ

し，母分散が異なるので，それぞれの集団の母分散を 22 , 集団集団 BA σσ としてある．

集団集団

集団集団
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n
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=1 ，
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集団集団
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Ｂ集団集団Ｂ集団集団
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µµ −=−−− ． 帰 無 仮 説

集団集団 Bµµ =A の下では， 21 Z
n

Z
n
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B

B

A

A
A
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σσ
−=− である． 
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σσ
−=− は無相関な正規分布の線形和で近似できる

から，それ自身正規分布で近似できる．以上を総合すると， 集団集団 BA XX − の帰無仮説

の下での分布は
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で近似できる．したがって，検定統計量は，

集団
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集団

集団集団

B

B

A

A
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nn

XX
22 ˆˆ σσ

+

−
でその分布は標準正規分布ということになる．ただし，

( )∑ −=
集団

集団
A

AiA XX
n

22 1σ̂ ， ( )∑ −=
集団

集団
B

BiB XX
n

22 1σ̂ である．なお， 2ˆ 集団Aσ ， 2ˆ 集団Bσ

はそれぞれの集団の標本分散としても良い． 

＜解法＞ 

帰無仮説は「両集団の母平均が等しい」，対立仮説は「両集団の母平均が異なる」であ

るので，両側検定となる．統計量は

集団

集団

集団

集団

集団集団

B

B

A

A

BA

nn

XX
22 ˆˆ σσ

+

−
で，有意水準１％で検定すると，

境界値は帰無仮説の場合の分布の両側合計 1％のはずれ(片側で 0.5%)を考慮して決め

る ． こ の 時 の 境 界 値 は ± 2.58 で あ る ． 統 計 量 の 値 を 計 算 す る と ，

3.134.1

81
4

100
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5.55
ˆˆ 22

−≅−=
+
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−

集団

集団

集団

集団

集団集団

B

B

A

A

BA

nn

XX

σσ
で，境界値の内側なので，帰無仮説を

棄却できない． 

 
(オ) 集団 Aは標本数が５，標本平均が６，標本分散は４，集団 Bは標本数が１７，標

本平均が３，標本分散は１である．集団 A,B ともに母集団の分布は正規分布で分

散は等しいと仮定して，集団 A（より）と集団 B の母平均が等しいか有意水準１
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０％で検定する．この時の，帰無仮説，対立仮説，境界値，棄却域の範囲（検定

統計量値に関する不等式で答えよ），検定統計量の値，検定の結果を答えよ．（１

５点） 

（解答） 

帰無仮説：集団Ａと集団Ｂの母平均は等しい 

対立仮説：集団Ａの母平均≠集団Ｂの母平均 

境界値：±１．７３ 

棄却域の範囲：統計量値＜－１．７３，または，統計量値＞１．７３ 

統計量：４．７（四捨五入で小数点以下１位一致を正解と見なす）＜引く順番を逆に

とった場合は－４．７＞ 

結果：帰無仮説は棄却される． 

（解説） 

帰無仮説 集団集団 BA µµ = ，対立仮説 集団集団 BA µµ ≠ として検定を行う．統計量

集団集団

集団集団

BA

BA

nn
S

XX
11 +

−
は帰無仮説の下で自由度 2−+ Ｂ集団集団 nnA のｔ分布に従う．この場

合は，自由度は５＋１７－２＝２０である．したがって，有意水準１０％の場合の境

界値は±1.725である． 
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26.16.1 ==S より，統計量の値は， 68.4

17
1

5
126.1

36 =
+

−
となり，棄却域にはいるの

で，帰無仮説は棄却される． 

 
なお，原文の「より」に引っ張られて，「より．．．．大きい」と解釈した場合は，帰無

帰無仮説：集団Ａと集団Ｂの母平均は等しい 

対立仮説：集団Ａの母平均＜集団Ｂの母平均 
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境界値：－１．３３（引く順番が逆の場合１．３３） 

棄却域の範囲：統計量値＜－１．３３（引く順番が逆の場合統計量値＞１．３３） 

統計量：４．７（引く順番が逆の場合－４．７）（四捨五入で小数点以下１位一致を正

解と見なす） 

結果：帰無仮説は棄却されない 

＜整合性をチェックして採点する＞ 

原文の「より」に引っ張られて，「より．．．．小さい」と解釈した場合は， 

帰無仮説：集団Ａと集団Ｂの母平均は等しい 

対立仮説：集団Ａの母平均＞集団Ｂの母平均 

境界値：１．３３（引く順番が逆の場合－１．３３） 

棄却域の範囲：統計量値＞１．３３（引く順番が逆の場合統計量値＜－１．３３） 

統計量：４．７（引く順番が逆の場合－４．７）（四捨五入で小数点以下１位が一致を

正解と見なす） 

結果：帰無仮説は棄却される． 

 
(カ) ６００世帯に対する視聴率調査の結果，今年の NHK大河ドラマ「新撰組！」の初

回視聴率は２６．３％，「葵徳川三代」の初回視聴率は２２．６％であった（いず

れもビデオリサーチ社調べ関東地区視聴率）．母集団で考えたとき「新撰組！」の

初回視聴率が「葵徳川三代」の初回視聴率を（原文「が」）上回ったかどうかを有

意水準 10％で検定する．この時の，帰無仮説，対立仮説，境界値，棄却域の範囲

（検定統計量値に関する不等式で答えよ），検定統計量の値，検定の結果を答えよ．

（１５点） 

（解答） 

帰無仮説： 母集団で考えた場合「新撰組！」の初回視聴率は「葵徳川三代」の初回視

聴率と等しい 

対立仮説：母集団で考えた場合「新撰組！」の初回視聴率＞「葵徳川三代」の初回視

聴率 

境界値：１．２８（引く順番が逆の場合－１．２８） 

棄却域の範囲：統計量値＞１．２８（引く順番が逆の場合統計量値＜－１．２８） 

統計量：１．５（引く順番が逆の場合―１．５）（四捨五入で小数点以下１位一致を正

解と見なす） 

結果：帰無仮説は棄却される． 
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（解説） 

サンプル調査数をｎ，「新選組！」の視聴世帯数 1m ，「葵徳川三代」の視聴世帯数を 2m ，

「新選組！」の真の視聴率を 1p ，「葵徳川三代」の真の視聴率を 2p とする．帰無仮説

は「二つの視聴率が等しい， 21 pp = 」，対立仮説は「 21 pp > 」ととる． 
( )

( )11

11

1 pp
pnmn

−
−

，

( )
( )22

22

1 pp
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−
−

は と も に 標 準 正 規 分 布 す る ．  
( )

( )11

11
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−
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−

−
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 −
−

−
+−=− 2

22
1

11
21

21 11
Z

n
pp

Z
n

pp
pp

n
m

n
m  

  であるが， 

( ) ( ) [ ] ( ) [ ]

21

2
22

1
11

21
21 11

pp

ZE
n

pp
ZE

n
pp

pp
n

m
n

mE

−=










 −
−

−
+−=



 −

 

( ) [ ] ( ) [ ]

( ) ( )
n

pppp

ZV
n

ppZV
n

pp
n

m
n

mV

2211

2
22

1
1121

11

11

−+−
=







 −

+
−

=



 −

 

  であるから， 

    
( ) ( )







 −+−

−≅−
n

ppppppN
n

m
n

m 2211
21

21 11,  

である．帰無仮説 21 pp = の下では，
( ) ( )







 −+−

≅−
n

ppppN
n

m
n

m 221121 11,0 となる．

ここから，
( ) ( ) ( )1,011 221121 N

n
pppp

n
m

n
m

≅
−+−







 − となる． 21 , pp の推定値は，

そ れ ぞ れ nmnm /,/ 21 と す れ ば よ い か ら ， 検 定 統 計 量 は ，



 10

( ) ( )

( ) 1.51.49
600

774.0226.0737.0263.0226.0263.0

/1//1/ 221121

≅=×+×−=

−+−







 −
n

nmnmnmnm
n

m
n

m

  

である，有意水準１０％とすれば，これが１．３を上回るかどうかである．この場合，棄

却域に入っているので，帰無仮説は棄却でき，「新選組！」は「葵徳川三代」の視聴率を母

集団でも上回ったと言える． 

 
「「新撰組！」の初回視聴率を（原文「が」）「葵徳川三代」の初回視聴率が上回ったかどう

かを有意水準 10％で検定する．」と解釈した場合 

帰無仮説： 母集団で考えた場合「新撰組！」の初回視聴率は「葵徳川三代」の初回視

聴率と等しい 

対立仮説：母集団で考えた場合「新撰組！」の初回視聴率＜「葵徳川三代」の初回視

聴率 

境界値：－１．２８（引く順番が逆の場合１．２８） 

棄却域の範囲：統計量値＜－１．２８（引く順番が逆の場合統計量値＜１．２８） 

統計量：１．５（引く順番が逆の場合―１．５）（四捨五入で小数点以下１位一致を正

解と見なす） 

結果：帰無仮説は棄却されない． 

 
２．以下のデータの間の標本相関係数の値を求めなさい． 

（ア） Ｘ＝｛１，２，３，４，５，６，７｝，Ｙ＝｛３，５，７，９，１１，１３，１５｝

（５点） 

 
Ｙ＝２Ｘ＋１であるので，正の完全相関である．したがって，標本相関係数は１． 

（イ） Ｘ＝｛０，－１，－４，５｝，Ｙ＝｛４，―４，２，―２｝（５点） 

Ｘの標本平均は０，Ｙの標本平均も０ 

( )( )

( ) ( )
( ) ( ) ( ) ( ) 34.0

22445410

25244140
22222222

1

2

1

2

1 −=
++++++

−×+×−+−×−+×=
−−

−−

∑∑

∑

==

=

n

I
i

n

I
i

n

I
ii

YYXX

YYXX
 

（小数点以下２位に±１で正解） 
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３．全国の女子学生 10000人の体重測定を実施した．平均 48kg，標準偏差 4kgの正規分布

をしていた．  

（イ）体重 60kg以上の人は何人いるか（４点） 

（解答） 

( ) ( ) 0013.09987.010.310.3
4

4860
4

4860 =−=<−=





 =−≥−==≥ ZPXZPXP  

より，１３人 

（ロ）体重 30kg以上の人は何人いるか（２点） 

（解答） 

( ) ( ) より大きい9990.05.45.4
4

4830
4

4830 =≤=





 −=−≥−==≥ ZPXZPXP  

よって，９９００人以上 

（ハ）体重 40kg以上 50kg以下の人は何人いるか（４点） 

（解答） 

( )

( ) ( ) ( ) ( )
( ) ( ){ } ( )
6688.0

9773.016915.00.215.0
0.25.00.25.0

5.0
4

4850
4

48
4

48400.25040

=
−−=<−−≤=

≥−≤=−≤−≤=







 =−≤−=≤−=−=≤≤

ZPZP
ZPZPZPZP

XZPXP

 

6688人 


